
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 101号 Ｒ５.12.7（木） 

「メンタリング」で、実践力向上、業務改善！ 
今回は、佐賀県内で特徴的な校内研修の取組を行っている山内東小学校の白濱校長先生と北鹿島小学

校の池田校長先生にインタビューをしてきましたので、その内容を御報告します。 

○１対１などで行うメンタリング（年３回実施） 

メンター メンティ 内容 

A 先生 B先生 少人数指導 

C先生 D先生 特別支援教育 

E 先生 F 先生 高学年音楽 

G先生 H先生 音楽の授業展開 

I 先生 J 先生 低学年の音楽 

K先生 L 先生 ＩＣＴ活用 

・複数で行うこともある。 

・若手教員もメンターになることもある。 

○「プチ学習会」を年間10回以上実施 

月 内容 担当 

４月 学級経営のこと H先生 

６月 道徳の授業参観の内容 G・K先生 

７月 通知表の所見の書き方 B先生 

8 月 夏休み明けの体育 D・J 先生 

９月 図工の風景画指導 C先生 

12月 お楽しみ会のやり方 E 先生 

１月 要録の書き方 A・I先生 

３月 学級経営の振り返り F・L 先生 

・全職員一人一回は担当となる。 

・時期に応じて、ニーズが高いものを行う。 

・不定期開催で、参加は自由とする。 

○ペア学年などで同僚の授業参観 

・45分ではなく、10分程度の参観でもよい。 

・ペアの先生に見せたい授業、アドバイス

をもらいたい授業を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山内東小学校の取組の内容 

実践 
紹介シリーズ 

メンター（指導者）とメンティ（被指導者） 
がペアになり、お互いの強みを生かして、指導

の質を高め、職員相互の関係性や絆を深めてい
く実践 

白濱校長先生へインタビュー 
Q１ どうして、このような取組を行おうと思 

われたのですか。 
A１ 前年度から継続して取り組んでいるので

すが、学校を取り巻く環境の変化（大量退
職・大量採用、教育改革への対応）を踏ま
え、学校での人材育成が必要だと考えたか

らです。 
Q２ どのような成果がありましたか。 
Ａ２ 従来週休日等で行われていた「サーク

ル」「勉強会」を校内で時間内に行うイメー

ジの取組です。ワークライフバランスの観
点からも効果があると思います。何より、
職員間のコミュニケーションが促進され、
同僚性が高まっていると思います。 

Ｑ３ メンターとメンティはどのようにして
決めているのですか。 

Ａ３ 次のような手順で行っています。 
① 職員一人一人が、得意な教科や好きな

教科、苦手な教科や知りたい教科を記

入し、管理職と研究主任で一覧として
まとめる。 

② メンタリングの希望調査を取り、管理
職と研究主任で、メンターとメンティ
の組合せを行う。 

 
 
 
 
  

（例） 

（例） 

質の高い指導の確立と

同僚性の高まりへ 

山内東小学校の取組については、直接学校までお問合せください。 
今回のインタビュー内容はいかがでしたか。「もっと山内東小学校の取組を知りたい！」と思われた場合

は、白濱校長先生に直接お尋ねください。 

ＴＥＬ（０９５４―４５―３５６５） mail アドレス（shirahama-masaru@education.saga.jp） 

 

 

 

【プチ学習会の様子】 

【白濱校長先生】 

【「メンタリング」の手法を用いて、実践力
を高めていく研究】 

 

mailto:shirahama-masaru@education.saga.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「１対１」や「１対多」で行う「メンタリン 

グ」 

 （10分間～平日の放課後など短時間でも） 

 マッチング方法は、以下の２つ。 

① メンティが、メンターを自由に指名し、メ

ンティ自身の課題について教わる。 

② メンターが、公務支援システム上の掲示板

で、研修内容と研修日時を告知する。自由

参加。 

※メンティは、校内・校外から学びたい先生

（メンター）を選ぶことができることとし

ている。 

※校内でのメンター選択は、「マイシート」を

活用する。 

 

○授業公開（一人、年間３回程度） 

・メンターは、メンティの課題に応じて授業を

参観し、「みるみるシート」に「課題解決の

ヒント」を記入して、メンティに渡す。 

 

【職員アンケート結果（一部）より】 

（取組半年後の感想） 

・学習指導案作成に時間を取られないため、

日々の学級経営に向き合ったり、様々な教

科の研究に時間を使ったりすることができ

てよい。 

・自信をもって「これが得意です」というもの

がないので、まずは、自分の強みというもの

を自分自身が見付けたり、認めたりしなけ

ればと思った。 

・校内研にメンタリングを取り入れてもらっ

たおかげで、相談したいときに相談しやす

い雰囲気が生まれてきていると思う。 

 

 
 
 

北鹿島小学校の取組の内容 

 メンティ（被指導者）が、自らの課題に応じ

て、メンター（指導者）を探し、主体的に学ぶ

ことを通して、課題解決を図っていく実践 

 

 

池田校長先生へインタビュー 

Q１ どうして、このような取組を行おうと思わ

れたのですか。 

A１ 学校を取り巻く環境の変化や学校の課題

（経験年数や学級経営力の差、時間外勤務

数）を踏まえ、人材育成が喫緊の課題と考え

たからです。また、従来の校内研修では、教

員の学びが「受け身」になってしまう一面が

見られたからです。 

Q２ どのような成果がありましたか。 

Ａ２ 先生方が、組織の中で自分の「良さ」や「強

み」を発揮し始めようとしているところと

積極的に学ぼうとする姿勢が見られている

ところです。ほかにも、放課後の時間が生み

出されたことでしょうか。 

Ｑ３ 各先生の取組を全体で共有することは行

わないとのことですが、どうしてですか。 

A3  メンティは、自分が学びたいと思うメン

ターを校内・校外問わず、オファーすること

ができるようにしています。マッチングで

きたら、それはその人の「学びの世界」です。

可能な限り、メンティが望む環境下で（たと

え、外部講師対一人でも）学んでほしいと思

っています。 

教師の学びを「受動型」

から「自立型」へ 

北鹿島小学校の取組については、直接学校までお問合せください。 
今回のインタビュー内容はいかがでしたか。「もっと北鹿島小学校の取組を知りたい！」と思われた場合

は、池田校長先生に直接お尋ねください。 

ＴＥＬ（０９５４―６２―４０７５）  

mail アドレス（kitakashima_principal@city-saga-kashima.school） 

次回の「実践紹介シリーズ」は、「家庭学習の充実」の取組をお届けします。どうぞお楽しみに！ 

【「メンタリング」の手法を通して、授業改善

や業務改善を行う実践】 

 

【池田校長先生】 

mailto:kitakashima_principal@city-saga-kashima.school


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北鹿島小学校の取組で使われている資料 

 

北鹿島小学校の取組の様子 

メンティ（右）からのリクエスト（授業参観）
を受けるメンター（左） 

校内・校外の希望者を募って模擬授業型研修 
メンター（池田校長） 

メンター（大学教授）による対話型研修 
（１回目：１対１、２回目以降：希望者） 

 

① 「マイシート（一部抜粋）」 

先生方一人一人が、自身の「強み」や「弱

み」を把握するためのシート。 

メンターとメンティをつなげる際の参考にす

るため、一覧表を現在作成中。 

 

②「みるみるシート（一部抜粋）」 

年間３回程度のメンターとメンティの相互授

業参観で使用するシート。 

メンターは、授業を参観し、メンティの課題

に応じた解決のヒントを記入する。 

授業を行っているメンティ 


